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論 　文

明治 の こ ろの 小学校に お け る色彩教育

緒　方　康　二

Color　Education　in　Elementary　Schools

in　the　Meiji　Era
　　　　 Kohji　Ogata

Shukugawa　Gakuln　Junior　College

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ahstract

　Iro−Zu （Celor　Chart） which 　 appeared 三n 　1873，　 was 　the　first　attempt 　at　cQlor 　educatlon

in　Japan．　It　was 　a　direct　copy 　of 　Wlllsoゴ s　Charts　for　oblect 　lesso贍 s　which 　were 　prevalent
in　 the 　 United　 States　 at 　that 　 time ．

　After　Iro−Zu 　education 　came 　to　an 　 end 　by　approximately 　1881
，
　there　was 　a　long　enlpty

period　in　 col 〔江　educatio ロ ．

　By 　the 　 early 　1900’s
，
　the 　Amerian 　 system 　for　 color 　 teaching 　 was 　 introduced　 again 　 by

Akira　Shirahama 　who 　had　returned 　from　study 　abroad ．

　In　the　 early 　1900’s，　when 　Shirahama　 went 　 abroad 　to　 study 　in　the 　United　States，　 there

appeared 　 several 　 color 　teaching 　 systems 　there ，　Shirahama’s　 color 　teaching 　 system 　 which

appeared 　in　ShinteレGa−Choh （1910）is　 said 　 to　 have　 been　based　on 　that　 of 　the　Textbook

of 　Art 　Education （1904）by　H ．　B．　 Froehlich　 and 　B．　E ．　 Snow ．　 However， 三t　 seems 　that　it

was 　 also 　influenced　by　 ColQr工nstruction （1893）by　L 　Prang．

　Shirahaエna ’s　 way 　of　 co 工or 　teaching　had　beeロ put　to　good 　 practical　use 　beyond　the　Meiji
era ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　旨

　1873年 に 登 場 した 「色図」は ， 日本に お ける色彩教育 の は じめて の 試みで ある 。 　「色図」は，

当時ア メ リカ で 盛ん で あ っ たオ ブ ジ ェ ク ト ・レ ッ ス ン の ための ウ ィ ル ソ ン 掛図を ， 直接的に 取

り入れた もの で あ っ た 。

　 こ の 「色図」教育 は 1881年頃 に 終わ り，以後長 い あ い だ ， 色彩教育 は空 白の ま ま とな っ た。

　1900年代 の 初頭 に い た り， 海外留学か ら帰国した白浜徴 に よ っ て ，再 び ア メ リカ に おけ る色

彩教育 シ ス テ ム が導入 され る こ とに な る。

　白浜が ア メ リカ に留学の 途 に つ い た 1900年代 の 初頭 は， ア メ リカ で さま ざ まな色彩教育 シ ス

テ ム が登場した 頃で もあ っ た 。　『新定画怙』 （1910） に み られ る白浜 の 色彩教育シ ス テ ム は，フ

ロ
ー

リッ ヒ とス ノ
ー

に よる 『美術教育 テ キ ス ト』（1904 ）に 準拠 したもの とい われ る が，プ ラ ン

グ の 『カ ラ
ー・イ ン ス トラ ク シ ョ ン 』（1893） の 影響 も認 め られ よ う。

　白浜の 色彩教育法は ， 明治時代 を こ え て 長 く適用 されて い る。

1．は じめ に

　小学校教育を通 して み た 場合 ， 日本 にお け る色彩教育

の は じま りは 「図画」 の 中に 登 場 した 訳 で は な か っ た。

の ちに触れ る よ うに，色彩が日本 の 公教育の 中に現れ る

最も早 い 例 は ， 1873 （明治 6 ）年 で あ る。統
一

的教育制

度で ある 「学制」 公布の翌 年 に発表された カ リキ ュ ラ ム

（師範学校版小学教則） の 中の 「問答j と い う項 目 に

「色 ノ 図」 と あ るの が それ で ，の ち に 「色図」
！） と 改 称

され た。こ の 時の カ リキ ュ ラ ム に は 「図1剛 はな く， 「色

ノ図」 は 実習教科で は な い 。 した が っ て 「色 ノ図 」 を，

厳密 な 意味で 色彩教育 と して 取 り扱 うこ と に はい さ さか

の異論 もあ ろ うが，理論的内容 か らみ れば，む しろ 明治

期を運 じて 最 も高度 な色彩教育で あり， 図画教育 の
一

環

で は ない と して も，日本にお け る色彩教育の は じま りと

して 取 り上げ な ければな らな い 重要 な テ
ー

マ で ある。

　次 に，　 「色図」 （以下 ， 特に 必要な場合を の ぞ き，「色
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図 」 で 統
一

す る）以後 の 色彩教育 を 小学校の 図画教育 に

求め る場合に も聞題があ る 。 よく知 られて い る よ うに ，

明 治期 の 図画教育は形態教育 が中心 で あっ た 。

一
方色彩

は，形態 に 付属 した もの と して 描画上 の必要性 か ら取 り

上 げられ る こ と は あ っ て も，今 日の よ うに色彩を形態か

ら分離 させ ，造形 教育の
一

環 として 独立 して 扱 うとい う

傾 向 は な か な か 生 ま れな か っ た。

　 こ うした 傾向が教育の 分野 に 具体的に現れ るの は1904

（明治37） 年頃 か らで あ り，特 に1907 （明治40）年 ， 東

京美術学校 の 白浜徴 （1865−1928） が欧米留学か ら帰 国

した後 は，色彩教育の 必 要性 が 強 く叫ばれ る よ うに な っ

た と考 え られ る。

　東京美術学校 に は ， 小学校をは じめ とす る公的教育機

関 へ 図画担 当教員を送 り出す役割 が課せ られて い た。白

浜は，美術学校を卒業後東京高等師範学校 に奉職 し， 母

校 に帰任 した後は ， 新た に 整備さ れた図画師範科 の 主任

と して 長 くそ の 任に 当た り，師範学校 に も引きつ づ き教

鞭をと っ たとい う経歴から分かるよ うに ， 明治期 に お け

る図画教育界 の 重鎮の
一

入 で あ っ た。 色彩教育を図画教

育 の中に明確に 位置付けよ うとした1910 （明治 43）年 の

『新定画帖 』 出現 の裏 に は ， 特 に 自浜の 影 が色濃く映し

出されて い る 。

　本稿に お い て は，明治 の初期 に 現れた 「色図」 と後期

に 現れ た 教科書 「新定画 1「1占』成立 の 経緯を と りあげ ， 明

治期 に お ける 色彩教育 の 特質と 問題点 に触れて み たい 。

2 ．「色 図」の 時代 （1872〈明治 5＞年一1880〈明治 13＞年）

　1 ）　「色図」 に よ る色彩教育

　日本の小学校教育に 「図画 」 の 名称 が登場す るの は，

1879 （明治12）年制定の 「教育令」 とそ れ に続 く 「改F．

教育令」 に 伴 っ て 工881 （明治14）年 に公布 さ れた 「小学

校教則綱領」 に お い て で ある 。　「教育令」 以前 は，日本

近代教育制度 の 礎 と もい うべ き 「学制」 の 時代で ， 明治

新政府 は こ の 「学制」 を もっ て ， 全国規模の 教育制度を

ス タ
ー

ト させ た。こ の 時文部省が直 面 した 問題 は，教育

内容 の 整備と教員不足 へ の 対処で あり， こ の た め文部省

は 「学制」 発 布 に 先立 っ て ， 東京 に 直轄の 師範学校を置

い た 。 ただ，小学校 と師範学校 の 開設 が殆 ど 同 じ時期 で

あ っ た た め ， 当初小学校の 教育内容 は，　 「小学教則」 と

して 暫定的 に 文部省が こ れを定 め 公布 して い る。

　一
方萩設 され た師範学校 は翌年，ア メ リカ人 ス コ ッ ト

（Marion 　M ．　Sc。tt，1843−1922） の 指 導 の もと に 作成 し

た 「小学教則」 を発 表 した 。 文部省 は 従来 の F小学教則 」

に 代 え て ， こ の 師範学校版 「小 学 教 則 」 を 全 国 に 普及 さ

せ る方針を と っ た。こ の ふ た つ の 「小 学 教 則」で は，

「図画1 に 租 当 す る教科として 「罫画」ある い は 「画学」

が置かれて い る が ， い ずれの 場合 に も色彩 は扱 わ れ て い

な い。当 時小学校は上等，下 等 に 分 か れ て い た が，そ の

「下等小学教則 」 の 「問答」 と い う科 目の 第7 級 （現在

の 小学校 1年生後期） に 置か れ た の が，色彩 を 扱 っ た

Fig．1　 「第一
色図」

　 　
　 　

　　

　　
　 　

　　
　　
　　
　　
Fig．2　　「第二 色図」

Fig．1，　 Fig．2 ともに 家腺政紀 ： 色図問答 滋賀新聞会社

（1876） よ り。 た だ し， 文部省版 「第二 色図」 は 色環 の

み で ，プ リズ ム に よ る太陽光線 の 分解図 は な い 。
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「色 ノ 図」で あ る 。

　 の ち ｝こ 「色図」 と改称 さ れ る こ の 課 目は，Fig．1，　Fig．

2 に 示す よ うな 2枚 の 掛図を用 い て，色彩に関す る知識

を ， 「問答」 とい う形式 に よ り理解 させ よ うとす る もの

で あ っ た 。 1卦図の サ イ ズ は縦約72セ ン チ ， 横約56セ ン チ

で ，掛図 は そ れぞ れ 「第
一

色図」，「第二 色図」 と呼ばれ

て い た Q

　 「色図」 と は ， 図で 示 した 2枚 の 掛図で あ っ た が ， こ

れ に よ っ て い かな る 内容 の 色彩教育が行われたかをみ て

み よ う。

　文部省が全 国に 普及 させ よ う と した 師範学校拔 「小学

教則 」 は，ア メ リカ の 小学校 に おけ る教育内容を ， 教科

書 もふ くめ て 殆 ど 直接的に 取 り入 れ た 点で ，先 の 文 部省

版 「小学教則」 と大 き く異 な っ て い た 。 1872 （明治 5 ）

年創 立 の 師範学校 は，教員，教材教具，教 授 法を 全面的

に外 国 に 依存 す る こ と を規 則 で 定 め て お り，こ の 時 外 人

教師 と して 雇われた の が ア メ リカ人 ス コ ッ トで あ っ た 。

サ ン フ ラ ン シ ス コ で 小 学校長 の 経 験 を もつ ス コ ッ トは，

当時 ア メ リカ の 小学校で 流布 して い た ウ ィ ル ソ ン （Ma ・

rcius 　Wills。 n，1813−1905） の 読 木や 掛 図類
2）を 導入 した

が ，　「色図」 は こ の 掛図 の 中の 一種で あ る 。

　 さて こ れ らの 「色 図」の 内容 で あ る が，Fig．　1 に示 し

た よ うに 「第
一色図」は， 42枚の 色 カードと 7種 の 混色

図お よ び ス ペ ク トル 図よ りな る。まず42枚の 色 カ ー ド

中 ， ス ペ ク トル 色 に相当す る黄 ・赤 ・青および柑色 ・緑
・
紫

・
紺 が最 上 段 に 置か れる。 残 る35枚 の 色 カー

ド は ，

赤 ・黄 ・青 ・柑色 ・緑 ・紫，そ して紺に か え た 椶色 （茶

色）が代表色 と して 7 段 に置か れ，各段に は，グ ル ープ

に属する色が各 々 5 色ずつ ，総計 7段 5列 35色 と して 並

べ られ る 。 こ れ らの 色 カー
ドに は 別 に写 した 色 カ ードが

用意されて お り，　「色牌」 と呼ばれて い た。 さ らに 「第
一

色図」 の 左 に は ス ペ ク 1・ル 7 色中の 2 色ずつ の 混合が

図示 され，左下端 に は， 「日光色」 として ス ペ ク トル 色

が，縦 に 上 か ら紫
・
紺

・
青

・
緑 ・黄 ・

樽色
・
赤 の 順 に並

べ られ て い る。ス ペ ク トル 色の 順 が赤で は じま らな い の

は，太陽光線を暗室 に 導 きい れ，プ リズ ム で 分解し壁 面

に 映 しだす と い う実験手順 をそ の ま ま 反映 した結果 で あ

り，
ス ペ ク トル 色 を 合 日 の よ うに 赤

・
橙 ・黄 ・緑 ・青 ・

藍 ・紫 と通 称す る の は，1907 （明 治40 ） 年 以降の こ と と

考 え られ る。

　 「第二 色図」 は ， 大円の 中に 6 つ の 色小 円 をス ペ ク ト

ル の 順 に右回 りに 組み合わせ な が ら配列 した もの で ， 色

相環の
一

種 を 構成 して い る。　「第二 色図」 の 上 に は全部

で 18色が配列され るが，こ れらの 色 は 全て 赤 ・黄 ・青 の

3原色を組み 合わ せ て 得 られる と 考 え ， 赤 に 5 ， 黄 に

3 ，青に 8 の 数を与 え，3原色以外の 色 に も，そ の 色 の

中に 含まれ る 3 原色 の 割合 に応 じた数が付記され る。 た

とえ ば柑色 は赤 5 プ ラス 黄 3 の 結果で あ るか ら， 8 とい

う数字 が 与え られ る こ とに な る 。

　さ て こ れ ら 2 枚の 掛図を 用 い て ， 色 に つ い て どの よ う

な 問答 が な され て い たの で あろ うか 。 教育 の 現 場 で の

「問答」に 役立 て る た め ， 文部省は大槻文彦 （1847−

1928） と 榊原芳野 （1832−1881） に ，　「色 図」 の 解 説

書を編纂 させ て い る 。 「色図釈 』 と題す る全 14ペ ージ の

小冊子 で ある。 また当時は文部省 に よる教科書の 統制 は

な く，逆 に 教科書不足 を お ぎ な うた め 文部省は ， 文部省

版 『色図釈 』 の 各府県 に お ける 翻刻出版を許可 し て い

た。こ の た め 現在 で も20種を こ え る 「色図」 の 解説書が

残され て お り， こ れ らの 中に はむ しろ文部省版 の 『色図

釈 』 よ りも詳細なもの が多い。こ こ で は 『色図釈 』 に よ

り，色彩教育の 内容をみ て み よ う。

　
「
r色図釈 』 は 甲と乙 よ りな るが，甲は 「第

一色 図」 の

解 説 で あ る。ま ず上 段 の 色 が 太陽光線を プ リズ ム で 分解

して 得 られ る色で あ る こ と を 述 べ
， な か で も赤 ・黄 ・青

が，他 の 全 て の 色を生 む もと と して の 3 原色で あると い

う。続 い て 35枚の 色 カ ードに つ い て ，そ れぞ れ簡単な解

説がな され て い る。た とえ ば柑色 は，　
“
三角玻璃赤黄 ノ

間二 生 ズ 艮1］赤黄 ノ 合色 ナ リ
”

と説明さ れ て い る 。

　 『色図釈』乙 は，　 「第二 色図」 の上 に あ らわれ る赤 ・

黄 ・
冑の 「原色」 の ほ か ， 「第二 色 」 （「原 色 」 を 2 色 ず

つ 組み合わせ て生 ま れ る柑色 ・緑 ・紫）， 「第三 色」（「第

二 色 」 同志 の 組み合わせ に よ り生まれる 香椽緑 ・橄欖色

・紫椶色）， 「第 二 属色」（「原色亅 と 「第二 色」 との 組み

合わせ に よ り生 じる柑赤 ・柑黄 ・緑黄 ・緑青
・紫青

・紫

赤 の 6 色），「第三 属 色」 （「第三 色」 同志 の 組み合わ せ か

ら生まれる深柑色
・
深緑 ・深紫）が簡単 に 説明され，別

表に各 々 の 色名， お よ び そ れ ぞ れの 3 原色含有量 を 示す

数値，さらに は各色 に 調和する 色 （「配合色」 と呼ばれ

た） が示 されて い る 。 またあ る 1 色とそ れに 調和す る 1

色との 間 に は，常 に 赤 5 ，黄 3 ，青 8 の 比率で 3 原色が

含まれ て い る との 解説があ る。こ の ほか 巻宋で は， 「第

二 色図」 上 で の 暖色 ・寒 色，前 進 色 ・後退 色 に も触 れ ら

れ て い る 。

　 こ れ らの 内 容が 「問答」 の 形式 に 当 て は め られ た 場合

を，色図解説書の ひ とつ ，家原政紀の 『色図問 答』 （明

治 9 滋賀新聞会社） に み て み よ う。

問　 日光 二 幾色 ア ル ヤ

答 七色 ア リ

問 七 色ハ 何々 ナ ル ヤ

答　紫紺青緑黄柑色赤 ナ リ

　つ まり問答 とい う授業形式で は，学童 は色彩に 関す る

知識を暗記 し， 教師 の 設問 に たい しオ ウム 返 しに答 え，

「問答」 を通 じて 色彩 へ の 理 解 を深め る こ とが 期待 され

て い た 訳で ある 。

　2 ）　「色図」 の 原本

　 と こ ろで 「色図」 の 原本で あ る ウ ィ ル ソ ン 掛図 に お い

て 「色図」 は どの よ う に扱 わ れ て い た で あろうか 。 ア メ

リカ版 の 掛図が残 され て い る かどうか は 明 ら か で な い

が， ウィ ル ソ ン 掛図 に は 指導用教則本 AManual 　 of
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Fig．3Marcius 　Willson ：AManual 　of 　Inform 包 tion

　　　　and 　 Suggestions　 for　 Object　 Lessons，　 New
　　　　York （1875）4th　 ed ．よ り

Fig．4　George 　 Field ： Chromatography，　 London

　　　（1835） よ り。 なお亦 5，黄3 ， 青 8等 の 数字 は ，

　　　色環をとりまく二 重 円 の 内側 に示 されて い る 。

Information　and 　Suggest孟ons 　for　Object　Lessons （New

York ，1862）3） が 用 意 さ れ て い た 。 こ れ に よ っ て， ア メ

リカ に お け る色彩 教育 の 内容 を み て み よ う。

　マ ニ
ュ ア ル に よ れば，ウ ィ ル ソ ン 掛図は読み ・書き ・

言 語 ・図形 ・動物 学 ・植 物学 な ど ， 全部で 22の 掛図 よ り

な っ て い た。　「色図」 に相当す る の は ， 掛図 No ・13 の

FAMILIAR 　 COLOR と No ．14 の CHROMATIC

SCALE 　OF 　COLORS （fig．3） で，特に No ．　14 の 解説

に は 約39 ペ ージ をつ い や して ， イ ギ リス の フ ィ
ール ド

（George 　Field，1774−1854） と フ ラ ン ス の シ ェ ブル ール

　（Michel　Eugene 　 Chevreu1，1786−1889 ） の 色彩 論 の 紹

介がな されて い る。　「色図 」 に お ける 色環 は ， 基本的 に

は フ ィ
ー

ル ドの Chromatography （London，　1835） に ょ

っ て い る （Fig．4）。ま た 「第
一

色図」の 構成 は マ ＝ ＝・a ア

ル の 文章か ら，No ．13 掛図 と 同等 で あ っ た と推測 され

る 。

　 NQ ．13，　 No ．14 の 掛図 に よ る色彩教 育 は，ウ ィ ル ソ

ン の マ ニ ュ ア ル に よ れば次の 2点に 要約され る。

　 1 ．色彩 を体系的に 分類 し， 区別する 力 を 養う こ と 。

　 2 ．色彩 の 副和 に つ い て の 理解を深める こ と。

　 こ の 2 点 は特 に No ．14掛図に よ っ て 詳 し く指導 され

る こ とに な っ て お り，No ．13 掛図 は 色彩教育 に あ た っ

て の 導 入 的性格 が強 い 。つ ま り No ．13 掛 図 に よ っ て 蜜

ず生徒を 色彩 に親 しませ る とともに，No．14 掛 図 で 示

され る色彩 の 体系的概念 に，少 しずつ 触れ させ る意図が

み られる 。

　体系的 概 念 と して マ ニ
ュ ア ル で は，フ ィ

ール ドや シ ェ

ブ ル
ー

ル
4）

に 準 じて 次の よ うな色彩分類法を取 り入 れて

い る。色相に は次の 分類基準をも う け る 。 まず 3 「原

色」 を赤 ・黄 ・
青 と定 め ， 隣接する 3r 原色 」 同志 を を

混合 して 「第二 色 」 を得る。こ れ を柑 ・緑 ・紫とす る 。

以上 の 6 色を，色相を区分刷 る に 当た っ て の 標準色名と

し， 「第二 色」 と「舞接す る 「原色」 との混合 に よ っ て 得

られ る 「第二 属色」は ， こ の 6 つ の 色名 の 組み合わせ に

よ っ て 示され る 。 こ の場合 「第二 色亅 の 名が先 に きて ，

柑赤 ・柑黄 ・緑黄 ・緑肯 ・紫青 ・紫赤とな る。以 上 の 12

色 を色棺分類と し ， さ らに 細分の 必要 の ある場合 は，色

環 上 の 1 か ら9 の 鼠盛 りに よ り 1色相を 10等分 して 考 え

る こ と もで きる 。

　次い で 1色 相 内で の 変化 の 度合 い に応 じて，テ ィ ン ト

（tint：明色）とシ ェ
ー

ド （shade ： 暗色） の 区 別 を 付

け加え る 。 テ ィ ン トで 5 段階 ， シ ェ
ードで 5 段階，つ ま

り i・一ン （tone ） と して は10段階 の 区別が 可能とな る 。

マ ニ ュ ア ル は こ の 分類 に 従え ぱ， 最大2，430色 の 区別 が

可能だ と して い る。

　 こ の 分類法 を基準 と して，マ ニ ュ ァ ル で は 掛図 No ．13

に 示された 色 カ ードの 解説が な され て い る が ， こ の 。d述
を ク リ

ーム 色 を例 に と っ て 『色図 釈 』 と比 べ て み よ う。

　　Cream ： Aligh亡 tint　of 　Orange−Yellou

　　酥 色　 　乳酪上面 ノ 色 ナ リ

　マ ニ ュア ル の 解説 に は，色相 に 関して は 6 つ の 色名の

組み合わ せ を もっ て 分類 の 基準 とし， 1 色相内で の 変化

に は テ ィ ン ト と シ ェ
ードで 対応 す る と い う原則 が確立し

で い る。こ れ に 対 し 『色図釈』で は色の 状態を説 明 する

に とどま り，あ る基準をも っ て 色 を 区別す る と い う考え

方は殆ど理解 されて い な い 。

　色 の 調和に つ い て も同 じこ とがい え る。
マ ニ

ュ ア ル で

は，色 の 調和 に つ い て フ ィ
ー

ル ドと シ ェ ブル
ー

ル の理論

に もとづ き， 詳 しい 解説があ る。シ ェ ブル
ー

ル の 理 論 は

比較的に な じみが あるの で ， こ こ で は フ ィ
ール ドの 理 論
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を紹介 して み よ う。 フ ィ
ー

ル ドの 調和理論，と くに
a

赤

5 ，黄 3 ，青 8 の 配 色 は諷 和 す る
”

と い う 考 え 方 は，

！9世紀中葉以 降 ゴ 広 く ヨ ーn
ッ

パ や ア メ リカ で 受 け入 れ

られて い た 。
マ ン セ ル （Albert　Henry 　 Munsell ，1858−・

1918 ） が の ち に 色 彩調和 の 定量 化 を 試 み た の も，学生 時

代 に学んだ フ ィ
ール ドの 調和理論に疑問を持 っ た こ とが

き っ か け とな っ て い る 。

5）

　 こ の 赤 5 ，黄 3 ， 青 8 が調和すると い う考え 方は ， 次

の よ うに定 め られた。

　 フ ィ
ール ドは赤 ・黄 ・

青を色彩の 3原色 と して い る。

そ して こ の 3色を 5 ： 3 ： 8 の割合で 混合 した場合 ， お

互 い が 中和 しあ っ て 無彩色 に な る とし， こ れを 「完全 な

調和」と呼んだ 。 こ の 考え方は ， 彼独自の考案に な る メ

トロ ク ロ
ーム （Metrochrome）と名 づ け られ た 装 置

（Fig．5） に よ る実験を通 じて 得 られたもの で あ る。 こ

の 装置は，3 原色で あ る赤 ・黄 ・青 に着色 された 液体 に

よ っ て 満 た された ， 3 コ の ガ ラ ス 張り容器 よ りな る。 こ

の 容器 は全体が 「くさび形 」 をな し，三 角形をなす両側

面 お よ び底面 は真鋳 で カバ ーさ れ て い る 。 三 角形 の 側面

の
一方に は，底辺 に並 行 に等聞隔 に区切 られた 32の 目盛

りが きざま れ て お り， こ れ は 容器中の 色 溶液の 層 の 厚 さ

に対応 して い る 。 従 っ て 数字 の 32は， 「くさび形 」 容器

の 液層 が一
番厚 くな る部分を指す 。 こ の 3 コ の 容器 を，

「くさび形」 の 頂点 が 向き会う形で別の 容器に収 め る 。

　 　 　 　 　 　 ハコノ ゴ

纛 蘿蠡
　 　 　 　 　 　 　 ．瞳・s・

黶 騨灘鑞

　

設、
C

靆

珊 、7．

懸 ＾

劾

G腕｝レ

混

隔
n

軸
主織翻

持

瀁
静甲
虚

飜

　TE

鞴
・
、

Fig．5　前掲 Chromatographyにお け る メ トロ ク ロ ーム
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こ の 容器 に は， 「くさび形」 の 斜面 に 対向 し こ れ をつ き

抜 け る形 で 小孔 が 2 コ 開 けて あり， こ の 小孔を通 して 明

る い 方 を み る と，赤 ・黄 ・青 の 溶液を通 り抜けた色光が

み え る と い う仕組 み で あ る。 3 コ の 「くさ び形」容器 は

任 意 に 出 し入 れ がで き，赤 ・黄 ・青の そ れ ぞ れ に ，光が

通 り抜ける溶液層の 厚 さ も加減す る こ とが で きる 。 もち

ろ ん 容器 の 1つ を 抜 い て 残 りの 2 つ ，つ ま り 2 色 の 組み

合わせ をみ る こ と も可能 で ある 。 こ う した 調節 を試 み た

の ち，容器 側面 の 目盛 りで 赤 5 ， 黄3 ，青 8 と組み 合わ

されたとき ， 小孔 よ りみえ る色光が無彩色 にな る と フ ィ

ール ドはい い
，
こ れを 「完金な 調和 」 （Perfect　Harmony ）

と 呼ん だ 。 こ の 結果生まれたの が フ ィ
ール ドの 色 環 で あ

り， こ の 中で 示 され る数字 は ， 混色 の 結果そ の 中に 含 ま

れ る もと の 3原色 の，そ れ ぞ れの 混合比の 総和 とな る。

例 え ば 2 次色 と して の 緑 は ， 原色 の 黄 3 と青 8 の 混合，

つ まり 3 ＋ 8 − 11とい うこ とに な る 。 他の 色名に付 けら

れ た数字につ い て も同 じこ とが い える。

　色彩調和 に つ い て フ ィ
ール ドは次 の よ うに考え た 。 即

ち 調和 関係を生む 配色 とは，そ こ に用 い られて い る各色

の 3原色媾成比が ， 無彩色を生む赤 5 ， 黄3 ， 青 8 に な

るような 配色が 好ま しい 。 例え ば， 1色 に対する調和色

はそ の 補色 と され るが，具体的 に赤をと っ て 考えて み る

と， そ の 補色 は フ ィ
ー

ル ドの 色環で は緑と な る。 赤 は

5 ，緑は11で あ るが，こ の 緑11と は原色の 黄3 と青 8 の

混合で 生 ま れた もの で あり，赤と緑 の 調和 の 中に は，赤

5 ：黄 3 ：青 8 の 関係が存在する こ とにな る。 また 2 色

に 対 し調和す る 1色 の 場合 で も， 例 え ば赤 と柑色 （オ．レ

ン ジ色） に 対する緑青色 に つ い て も，同じ結果となり，

フ ィ
ー

ル ドの い う 「完全 な 調和」 と
一

致す る 。

　 こ の よ うに フ ィ
ール ドの 色環 は，単 に混色 の 原理 を 図

表化 した だ けで な く， 色 彩調和 を定 量 化 し ， 調和ある配

色を選 ぶ 際の 利用 の 便を計 る とい う特徴 もか ね そ な え た

もの な の で あ る 。

　 こ の ほ か 色 彩 調 和 に つ い て は，有名 な シ ェ ブ ル ール の

調和理 論中の ， 色 の 併置に よ っ て もた らさ れ る色根や明

度の 対比現象な ども紹介され て い るが， 『色図釈』 で は

殆ど顧慮されて い な い 。

　 3）　「色図」 の終幕

　1879 （明治12）年 ， 「色図」 が生まれ る もとで あ っ た

「学制」 が廃止 され，新 た に 「教育令」 が公布され た。

「学制」 の 実施 に と もな い ， そ の 内容が 日本の 実情に そ

ぐわず，改正 すべ き点が多 々 み られたか らで あ る 。 1876

（明治 9 ）年頃を境として ，教育現場で の 実情 に則 して

縮小を余儀な くされ て い た 「色図」 教育 は，　「教育令」

に ともな う 「小学校教則綱領」 公布とと もに 姿を消す こ

と とな っ た。今日 に お い て も実習を伴わ ない 色彩教育は

大変 困 難 で あ る。 美術教 育 の
一

環 と して お こ な わ れ た 訳

で もな く， また表現材料の 絵具す ら入手が 困 難で あ っ た

当 時 （水彩絵 具 の 国 産 化 は189 エ 〈明 治24＞年） に あ っ て
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は，掛図 と問答 に よ っ て 色彩を生徒 に 理 解 させ る こ とに

は，矢張 り限界が あ っ た と考え るべ きで あろ う。 ま して

ウ ィ ル ソ ン の マ ニ ュ ア ル で は ，　 「色図」 の 科学的意義 と

使用 の 目的が 明確 に さ れた の に 対 し， 日本 の 「色図」の

解説書で は，　「色図」 の 表面 的な 内容の み が簡略化 して

取 り上げられ，そ の背後に あ る科学性の あ る理論は殆ど

捨て 去 られ て い た。 文部行政官で あ っ た 西村茂樹 （1828
−1902） が ， 教育実 態 を巡 視 した 時 の 報告書に，

ecrk

ル ニ

方今 ノ 教授法ハ ，正 色，間色，或 ハ ニ 等色 三 等色 ナ ド

トイ ヘ ル 光学専門 ノ 語 ヲ 教 フ ル ヲ モ ッ テ 童児 ハ 其何故 タ

ル ヲ解 セ ズ ， 唯教師 ノ ロ 真似 ヲ ス ル ノ ミ
”e ） と 批判 した

の も無理 か らぬ所で あ っ た とい わ ね ばな らな い 。

3．色彩教育空白の 時代 （1881＜明 治 14＞年一1899〈明

　治32＞年）

　 1900 （明治33）年 の 「改正 小学校令」に と もな う施行

規則 で は，そ の 8 条 に
tt

図画 ハ 通常ノ 形 態 ヲ 看取 シ 正 シ

ク之 ヲ 画 ク ニ 能 ヲ得 シ メ
”

とある よ うに ， 「色図」 以後

登場した 図 画教育 は，明治30年代 に 至 っ て もまだ形態描

写 が 中心 で あり， 色彩 が扱 わ れ る こ とは殆どな か っ た。

特 に 1881 （明治14） 年頃か ら美術 に お け る 国 粋主義が お

こ り，表 現 法 と して の 鉛筆 画 ・毛 筆画 論争 が 盛ん で あ っ

た こ とは，こ の 時期 が，形態描写中心 の 図画教育 に 終始

した こ との 現れ で もあ る。こ の 時期 ， 目立 っ た 色彩 教育

は な され て い な い 。

4．色彩教育導入前期 （1900〈明治 33＞年一1906 〈明治

　39＞年）

　 1 ）色彩教育 へ 向けて の 新 しい 胎動

　1900 （明治33）年 ，
1g世紀の 末尾を飾る最大の イ ベ ン

トとい わ れた第 5 回パ リ万博が開催された。 こ の 博覧会

は ， 参同 した 日本に もさまざ まな影響を与え た が ， 日本

の 美術教育界に直接的に影響を もた ら したの が，パ リ万

博 と併せ て 開催 された 「第 1 回図画教育万国会議」で あ

る 。 万国会議を 万博 と同時 に 開催する 試み は ， すで に第

4 回パ リ博 （1889年，エ
ッ フ ェ ル 塔 の シ ン ボル で 有名）

か らは じめ られて おり，そ の 目的は万博に おい て 有形 の

物品の 技術を 競 うと岡時 に ， 万国の 学者 を あつ め て 無形

の 学術を研究す る機会 を設 けよ うとい う考え に あ っ た。

　万国会議閉催の 部門は，規則 に よ り 「教育及 教授法」

よ り 「工業及普通商業」 ま で の 12部門とされて い た が，

開催請求に 対 して 許可 された万国会議 の 件数 は ， 百数十

件 に もの ぼ っ て い る。 会期 は 8 刀29EIよ り 9月 1 日 まで

で あ っ た 。 続い て パ リ万博 の 翌 年 に は，ド レ ス デ ン で 第

1 回芸術教育会議が開か れ，世界的に 図画教育を見蔽 そ

う と い う気運 が高 ま っ て くる。 そ こで 文部省 は1902 （明

治35）年 ， 欧米諸国の 図画教育 の 実態 調 査 と，日本の 普

通 教 育 にお け る 図画 の あ りか た を 検討する 目的で ，　 「図

画教育調査委員会」 を発足 させ た。委員に は 1900年の 図

画教育万國 会 議 に 参加 して い た正 木 直彦 （1862 −1940）

を 長 と し，黒 田清輝 （1866−1924），上 原 六 四郎 （1848−

1913 ），白浜徴 らが選 任 され て い る 。

　調査 委員会 の 報告書 は1904 （明治 37） 年 に 発表 され ，

「精神上 」お よび 「実用上 」の 2 つ の 目 的を も っ て ，図

画 を普通教育 の 1科目とすべ きで ある と の 結論 が 示 され

た。 こ れ らの うち特 に 「実用上 1 の 目的 と さ れた功利主

義的内容 は， 第 1回図画教育万国会議 の 議事とよ く一致

して お り， 会議が 日本 に もた らした 影響 の あ とをうか が

わせ て い る。

　と こ ろ で，こ の 報告書で の 小学校図画教育 に対する 提

言 で ある 「小学校図顧科教授要 目」で は，agic色彩は と

りあげられ て いな い 。 た だ 「教授上 ノ 注意」 の 12項 に ，

「色彩 ノ 識別及著色」 があり， 次 の よ うに述べ られ て い

る。

　　　凡 ソ児童 ノ 色彩 ニ オ ケ ル ヤ，先 ヅ之 ヲ識別 ス ル コ

　　 ト ヲ 習 フ ニ ア ラ ズ ン バ ，之 ヲ使用 ス ル ニ 於イ テ 困難

　　ナ ル コ トア ル ベ シ。故 二 著色 ノ練習 二 先立 チ テ ， 色

　　ノ 名称配 列等 ノ 事 ヲ実物 二 照 シ テ 説明 シ ，以 テ児童

　　 ヲ シ テ
ー

般色彩 ノ 性質 ヲ了解 シ 得 ル ニ 至 ラ シ ム ベ

　　 シ 。 然 レ ド モ ，初等 ノ 学級 ヨ リ色 鉛筆 ヲ用 イ テ 簡略

　　ナ ル 著色 ヲ ナ サ シ ム ル ハ
， 必 シ モ 不 可 ナ ラ ズ，但 シ

　　水 彩 ヲ以 テ 著 色 ス ル ハ ，尋常小学校第三 年以 上 ＝ PN
　　 ル ベ シ 07

）・

　こ こ に 示 さ れ て い る ， 著色 に 先 立 っ て 実物 と 関連 さ せ

な が ら色 に な じま せ ，色の 名前を覚 え る 乙 とか らは じめ

させ る色彩教育法は ，　「色 図」で も示 され た 方法論で あ

り， お よ そ30年の 時 の 流れ を経て ，よ うや く 「色 図」の

目的が了解され た 感がある 。 ま た低学年 に 色 鉛筆 を用 い

させ る こ とは，図画教育万国会議 で 提案され た もの で あ

る。

　こ う した 図画教育調査委員会報告に おける色彩 の 取 り

扱 い は，実際の教育現場で は どの よ うに 扱 わ れ る こ とに

な っ たで あろうか。

　報告書が発表されたと同 じ1904 （明治37）年 ，
「小学

校令」， 「小学校令施行規則」 の 改正 に よ り教科書国定化

の 方針が定まり，図画教育で は まず尋常 ・高等小学校 の

それ ぞれ llC，　r鉛筆画手本』， 「毛筆画手本』が 編纂さ れ

て い る 。 『鉛筆画手本』 は報告書発表 の 2 カ月後， 『毛

筆画手本』は 3 カ月後の 発 刊で あ っ たため ， 色彩 につ い

て の 報告書の 内容が十分反映され て
「
い る と は い い 難 い

が，白浜徴 が担当 した と い われ る r毛筆画手本』高等小

学校用 の 第 4 年分 に は，そ の 第 1図 に黄 ・赤 ・
青 の 「三

原色」 と そ の 混合結果で あ る橙
・紫 ・

緑 の 「二 次色」 が

三 角形 の 中に 示 され （Fig．6），「三 原色」 よ り 「r一次色 」

を 生ぜ しめ る方法が，図の 左ペ
ージ に記述 され て い る。

図 が い ず れ か らきた もの か につ い て は，明 らかで な い 。

こ の ほか 3 原色中の 2 原色を混 合 して 得た 2次色 と残 り

の 1 原色 が補色 関係 に あ る こ とを 述べ ，補色同志が調和

す る例 と して ， 第 2 図 ， 第 3 図が示されて い る。

　こ の よ う に 高等小 学校 「毛 筆画 手本』 で は，簡潔 な が

一　8 一
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Fig．6 文部省 ： 高等小学　毛 筆画手本 （1905） よ り

ら色彩 の 原理 が 取り扱 わ れ て い た が ， こ の 色彩教育 の 内

容を担当 した と思わ れ る白浜が ， 色彩教育 に 対 して ど の

よ うな考え を持 っ て い た か を 示 す資料が あ る。それ は 図

画教育調査委員会の 報告譲：に 先 立つ 1904 （明治37）年 3

月 に刊行 された白浜徴藩，　 「文部省講習会　図 画 教 授

法』 （大 日 本図書株式会社）で ，こ こ で は約 7 ペ ージ に

わ た り色 の 問題 が と り あげられ て い る が，そ の 第2 項

「色」 の 冒頭 の
一

節 は，先 の 図崗教育調査委員会報告書

の 〈色彩 ノ 識別及著色〉 と殆 ど同
一

で あ り，そ れ以後 の

白浜 の 色彩教育 に 対す る 発 言 と併せ て 考え る と，報告書

の 色彩 に つ い て の 提言も，白浜が大 きく関与 して い た と

判断 して よ い。た だ こ の 『図画教授法』 に お け る 自浜 の

色 彩 に 対す ろ知 識 は， 「色 図 」 の フ ィ
ール ドに加 え て オ

ウ エ ン ・ジ s
一ン ズ （Owen 　Jones，　1809 −1874 ）や バ

ー
ス

ト （George 　Henry 　Hurst，） の 色 彩論 を 1 〜2 ぺ v−一ジ に

わた り要約 した もの で ，い ず れ もイ ギ リス 系 の 色彩理 論

で あ り，小 学校の 教育現場に い か に役 立 て る か に は言 及

されて い な い 。 こ れを補 う もの と して 巻末 に ，ア メ リカ

の ク ロ ス （Anson 　Kent 　Cross，1862−1944） に もとつ く

「ク ロ ス 氏初等図面教授法」 が 付録 と して つ け られ て い

る。こ の 教授法 の 色彩の 項で は，第 1学年か ら第 3学年

ま で の 色彩教程 が ， 例え ば第 1 学年 で はス ペ ク トル に は

じま り， 赤か ら紫に 罷 る各色ご と の 色紙 を用 い た 配色練

習 と して 36，呆 に わた り紹介されて い るが，こ の ス テ ッ プ

は ， 同 じくア メ リカ の プ ラ ン グ （Louis　 Prang ，1824−

1909） の 色 彩蛎
lil8） と軌 を 同 じ くす る。

　上 に み た よ う に ，1900 （明 治33）年の 図両教育 万 国会

議 か ら図 画 教育調査 委員会報告 に 至 る 4 年間の 色彩教育

へ の ア プ ロ
ーチ は ま だ表面 的で あ り，世界 の 色彩教育 の

流 れ を 十分視野 に とりい れ た もの で は な か っ た e 従 っ て

「毛 筆画手本』 に み られ る色彩教育 は，普通 教育 に お け

る 図画 の 中に 色彩 が 位置づ け られた 意義 は認 め られ る も

の の ，色彩教育 の 方法と して は 不十分な印象をまぬ がれ

得 な い 。

　2 ） 1900年前後 の ア メ リカ に お ける色彩教育

　図画教育 調 査委員会報告書 が発表さ れ る 1 年前の 1903

（明治36） 年 7 月，白浜 は 欧米留学の 途 に つ い たD 調査

委員会 の 口的で あ っ た 「海外 の 図画教育 の 実情」を調査

し， 報告内容 が 実踐 に 移 され る 際の 指導的役割 を に な う

た め で あ る。ア メ リカ の ボ ス トン 到着は 1904 （明治37）

年 3 月，5 刀 よ り 当地 の 高等美術師範学校
9）

に 入学 し，

ア メ リカ に おける図画教育 の 実態 に 直接触れて い る。 1

年 1 ヵ月 の 在籍の の ち修業証 書 を 得た 白浜 は，こ の の ち

イ ギ リス ・フ ラ ン ス ・ドイ ツ を巡り，各地 の 図画教育 の

現状 を 視察，1907 （明治40）年 3 月帰国 した が，特 に ア

メ リカ で の 留学経験が，色彩教育の 上で は 白浜 に ，最 も

大 きな 影響を与え た もの と考 え られ る 。 白浜が 帰国後刊

行 され た 図襾教科書，中で も有名な 『新定画1［1占』 に はア

メ リカ 美術教育 の
一

端 が うか が え ， 「色 図」 以 後 ふ た た

び色彩 教育 の モ デ ル が ア メ リカ に 求め られ た こ と に な る

が ， こ の 白浜留学前後 の ア メ リカ に お け る色彩教育事情

を み て お きたい σ

　 ウ ィル ソ ン 掛図 に よ る色彩教育は，
ペ ス タ ロ ッ チ 主義

よ り生 まれた オ ブ ジ ェク ト ・レ ッ ス ン （Object　Lessons ）

に もとつ く教育法で あ り，オ ブ ジ ェ ク ト・レ ッ ス ン は18

60年代か ら1880年代に か けて ア メ リカ 教育界 の 主流を な

して い た 。 オ ブ ジ ェ ク ト ・レ ッ ス ン に代わ っ て 現れるの

は ， 管見 の 範囲で は1893年 に 刊行 され た プ ラ ン グの 「カ

ラ
ー・イ ン ス トラ ク シ ョ ン」 （Color　lnstruction）， 続 い

て 1896年発刊 の ク ロ ス の 『カ ラ
ー・

ス タデ ィ
ー』 （Color

Study） で あ り，　と もに 小学校教育 に お け る色彩教育指

導吉で あ る 。

　プ ラ ン グ の 色彩教育は，基本的 に は理 論的色彩教育を

目指 した もの で ある。　rカ ラ
ー・イ ン ス トラ ク シ ョ ン 』

に よ れ ば，プ ラ ン グ独 自の ス ペ ク トル 色 に もとつ くユ ニ

ッ ト ・カ ラ
ー

を基本 と して 児童 の 色彩感覚を啓発 しよ う

とす る もの で ，こ の た め に 用意 され た カ ラ
ー・カードや

カ ラー・タ ブ レ ッ トを用 い て ，抽象形態 に よ る色 彩構成
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Fig ．7　Louis　Prang ，　Mary 　Prang ：Color 　lnstructlon，
　　　　Boston 　 and 　 New 　York （1893）よ り。 右図 は代

　　　　筬色相 に おけ る 2 色ずつ の テ ィ ン ト と シ ェ
ード

　　　　の一部。L は Lighter
，
D は Darker を 意 「床す る

。
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を通 じ，色 の 問題を 考 え る シ ス テ ム を と っ て い る 。

　 ユ ニ ッ トカ ラ
ー

の 基本色 は 12色 （Fig・7）で あり，　 こ

の 12色を さ らに 2 分割 した24色そ れ ぞ れ に 白を加 え た テ

ィ ン ト，黒 を 加え た シ ェ
ード各 2 段階 ず つ ，計120色，

お よ び グ レ
ー5 段 階 プ ラ ス 6 代表色 に グ レ

ーを 加 え た 色

お の お の の テ ィ ン ト ・シ ェ
ー

ド各2 段階ずつ の 35色，総

計 155色 が 基 本色 を構 成 す る。

　 こ れ らの 基本色を用 い た 色彩教育 の 内容が ， 各学年 の

各 ス テ ッ プ ご と に 細 か く指示 され て お り，授業に 際 して

は ， プ ラ ン グ 社 製 の カ ラ
ー・カ ード や タ ブ レ ッ トが 別途

購入可能 の よ うに 準備さ れて い た 。 先 に触れ た 白 浜 の

『図画教授法』 に とりあげられた ク ロ ス の 色 彩教育ス テ

ッ プ も， こ の プ ラ ン グ ・シ ス テ ム 同様，ス ペ ク トル 色 に

は じま り， そ の テ ィ ン ト・シ ェ
ード色 と幾何学的形態を

組 み合わせ た 配 色練習が，細か い ス テ ッ プ と して 指示 さ

れて い る。

　カ ラ
ー・

シ ス テ ム と して の プ ラ ン グの 特徴をま とめ て

お くと ， 色相を代表 6色相 に しぼ り，そ れ ぞ れの 色相名

の 頭文宇を も っ て 色相記 号と した こ と ， お よ び 各色相 の

変化 に は ， 明
・
暗 2段階ずつ の テ ィ ン トと シ ェ

ードで 対

応 し，灰色を混合 した濁色系統 に も同様の 陀慮をお こ な

っ て い る こ とな どで ある 。 プ ラ ン グ の シ ス テ ム は ， フ ィ

ー
ル ドや シ ェ ブル

ー
ル らに み られ る伝統的テ ィ ン トーシ

ェ
ー

ド法が簡略化 か つ 整理された内容で ある と い え よ

う。 こ の 時期まだ ，
マ ン セ ル に代表 され る，明度を軸 と

し彩度を新た な尺 度 と して 色彩分類 に 加え る 試 み は な

い 。

　と こ ろ が，白浜 が ボ ス ト ン に 到着した 1904 （明治37）

年頃 よ り，ア メ リカ教育界 に 続 々 と新 しい 色彩教育 シ ス

テ ム が登 場 しは じめ る 。 年 を 追 っ て そ れ らを リス トァ ッ

プ して み る と

　　1902　Emily 　Noyes　Vanderpoel

　 　 　 　 Color　Problems

　　1904 　Hugo 　B ．　Froehlich，　Bonnie 　E ．　Snow

　 　 　 　 Textbook 　of 　Art　Educationii）

　　1905Albert 　Henry 　Munsell

　 　 　 　 AColor 　Notation

　 　 l907 　 Denman 　Walde 　Ross

　　　　 A 　Theory 　of 　Pure 　Design

　　 1908Arthur 　Wesley 　Dow

　　　　Theory 　and 　Practice　of 　Teaching 　Art

　 こ れ らの お お くは，ボ ス ト ン を 色 彩研究 の 中心 と して

生 ま れた と い う特徴 が あ り，い わ ばボ ス ト ン は，ア メ リ

カ 色彩教育 の メ ッ カ と い う観 が あ っ た。また フ ロ
ーリ ッ

ヒ とス ノ ー （Hugo 　B ．　Froehlich，1862−1925 ，　Bonnie 　E ．

Snow
，
？−1925） の 本 に

tC

ち ょ う ちん
”

や
“
き もの

m

と い

った 日本 趣昧が 登 場す る こ と ，
ロ ス 　（Denman 　Wald 。

Ross，1853−1935） が ボ ス トン 美術館の 理事 で あ り， 浮

世絵 の コ レ クタ
ーと して も有 名 で あ っ た こ と，ダ ゥ

（Arthur　Wesley 　Dow
，
1875−1922） が 同 じ くボ ス ト ン

美術館日本美術部の 助手として ， フ ェ ノ ロ サ （Ernest

Francisco　Fenollosa，1853−1908） の もとで 日本 美術 の

研究に 従事して い た こ と
12）などを考 え あわせ て み る と，

当時の ア メ リカ の 色彩研究 に，日本美術 の 強 い 影響 が み

られ る の は興味深い。また マ ン セ ル 以降，明 度 の 尺 度が

従来の テ ィ ン ト；シ ェ
ード法 に代わ っ て 位置づ けられ，

シ ル エ ッ トを用 い た 表現技法 と あい ま っ た 明度配色 の 傾

向が こ の 時期 の 特徴で あ る が，こ の よ うな明度を中心と

した 平面 的配色法の 背後 に は，浮世絵版画 の もつ 平面的

配色効果か らの 影響を 見逃せ な い。

　上 の 5者の 中で 最 も科学的色彩 シ ス テ ム を 指向 した の

は マ ン セ ル
13 ）

で あり，ロ ス な ど はむ しろ実際的な色彩使

用 の 局面 を想 定 して ，よ りマ ク ロ 的 な 色彩 シ ス テ ム
1D

を

目指 した 。 結局 こ の 2 つ の 方向 が後 の ア メ リカ色彩教育

．

界 の 潮流 と な る が，白浜 が 留学 した年 に 発 刊 され た フ ロ

ーリ ッ ヒ とス ノ ー
に よ る 『美術教育 テ キ ス ト』 が，当時

の 白浜 に と っ て 図画教育 の 中で 色彩 を 考え る上 で の 直接

的資料で あり，滞在期間を 考え あ わせ る と，マ ン セ ル 以

後 に つ いて は吸収す る十分な余裕 が な か っ た と 思 わ れ

る。また 白浜は 色彩 の み を研究 の 対象 とした 訳で はな い

か ら，色彩に限 っ て 留学 の 成果を問うの は酷 で あろう。

5 ．　 『新定画帖』 の 時代 （1907〈明 治40＞年以降）

　1ge7 （明治40）年に 帰国 した 白浜 は，同年 6月，東京

美術学校 に 増設 され た 図 画 師範科 に着任す る。 同 じ く19

07 （明治40）年の 「小学校令」 の 改正 に よ っ て 義務教育

年限が 6 年 に 延長 され ，こ れ に伴う国 定教科書 の 改定作

業が 1908 （明治41）年か らは じめ られた 。 帰国後 ， 時を

置かず して 白浜は図画教科書 の 改定に た ず さわ る こ と に

な るが ，白浜が 分担 したの はまず 噺 定画帖』 に 先立 つ

尋常小学校丿
．
「lr毛筆醐帖」 で ，1909 （明治42 ）年からユ9

10 （明治43） 年 に か け て 刊行 さ れ た。

　 こ の 本 の 教師用 の 例 で は ， 土 地 の 状況 に よ っ て は初年

度 よ り色 鉛筆 に よ る色 彩 実習 の 導 入 も可 と し，第 5 学年

以上 に は 絵具 に よ る 彩色が 取 り入 れ られ る こ と に な っ て

い る。図画教育調 査 委員 会報告で は，絵具 に よ る彩色 は

3 学年以上 と あ っ た が，絵具が ま だ一
般 に 普及 して い な

か っ た 当 時 の 日本の 状況 を反 映 して ，絵具導入 の 年 限 を

5 年生 ま で 繰 り下げざ る を得 な か っ た もの で あろう。

　 5 年 用 の 「毛 筆 画 ll占』 に よ っ て 色彩 教 育 の 内容をみ て

み る と，まず第 1 図 の 「色図」 に お い て ，赤
・
黄

・
宵 の

3 原 色 と そ れ ぞ れ の 明 色 ・
暗色 各 1 色 ず つ が，色刷 りで

示 され て い る 。 白浜 の 留学 の 知見か ら導 入 さ れた プ ラ ン

グ的な 色彩 の 扱 い 例で あり， 色 彩 シ ス テ ム に 赤
・
黄

・
青

の 3 原 色 と と も に テ ィ ン トーシ ェード法を置い て い る 。

色 環 は第 10図に 登 場す る が，黄 ・赤 ・青 の 3 原 色 と そ の

混 合 に よ る 緑 ・紫 ・橙 が，3 等分 された 二 重円の 中に 置

か れ た もの で あ る （Fig．8）。こ の 円 の 分 割 は コ ン パ ス に

よ る もの で ， 隅 に そ の 分割法 が 図示 さ れて お り， 『毛筆

画帖 』 が に な う 目的 の ひ とつ 「コ ン パ ス に よ る 用 器 画
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色 の 濃庚か中し て　各図版

の 隅 に彩色 に必要 な 敢 炭 の 色 コ マ か 印刷 さ れて おり　第

1 図の 「色図」を具体ギJに 体験させ ろ仕組み か み り れ る 。

　図 画 調査委員会 の 報告と白障 の海外教育亨隴凋 査を集

大成 した 教科青か 　1910 （明za43）年 に 山 馼 された 『軸

定蘭帖』て あろ っ 。 「新定画帖』 は 丁毛筆1　 1］］　lj』嗣様

Fi9　11　Hugo 　B

T’extbook

（1904）　よ り

o 馨

薹

建

雰
1

ls

　 　 　 　 rroehllch　 Bonnle 　 E 　 Snow

of 　 Art　 Education　 Book　 I工　 New 　 YQrk

第 5
」 年 用 教利書の 冒頭 か り 「色図」 か は し ま る か

「年筆画帖』て ま赤　黄　肯の 3 厚色 た け に 明色　暗色

を直い た 「色図」 て あ っ た もの か 　3 庫色 の ほ か 橙 　緑

　紫 に も 明色　暗色か加 7．b れ　色租分割 か 6 段階に な

っ て い る （Fi99 ）。 色踝 に つ い て は 　第 3 図に 「毛筆 画

沾』第 10図か そ の ま ま 置かれ　 「毛 筆 画 「店』 よ り 目新 し

い 声とい 兄 ば 第2 図 と して 　kb し込 ろ に よ る混色図
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が加え られ た 程度で あろう （Fig．　10）。 『新定画帖 』 は よ

くフ ロ ーリッ
ヒ と ス ノ

ー
の 『美術教育 テ キス ト』を種本

と したとい われ るが 1 教科書を遍 じて み られ る 類 似 性

は ， こ の た ら し込 み 法 に よ る混色図の ほ かは ， あま りな

い 　（Fig．11）。

　結局 「毛筆画帖」，『新定画帖』 にみ られ る 白浜 の 留学

の 成果はテ ィ ン ト＝シ ェ
ード法の 導入 に とど ま っ て お

り，マ ン セ ル や ロ ス に み られ る，色 の 3 属性を 基調 とす

る シ ス テ マ テ ィ ッ クな 色 の 分類法を組み 込 む に は 至 っ て

い な い 。 こ の こ とは 1911 （明治44）年 に 刊行された白浜

の 『図画教育之理 論及実際」 （大 日 本図書株式 会 社） に

もあきらかで，こ の 中で 白浜 は ， プ ラ ン グの テ ィ ン ト＝

シ ェ
ー

ド法，色立体 の 色相断面 に お け る マ ン セ ル 的明 度

・彩度 の 変化 （た だ し明度 6 段階，彩度 4 段階），ロ ス

的明度段階の 設定 に は そ れ ぞ れ 断片 的 に は触 れ て い る も

の の ，物体 の 表面色 と色彩 の 心 理 的 3 属 性 に た い す る 理

解 は十分 で な い。た だ 当 時に あ っ て は マ ン セ ル ・シ ス テ

ム も登 場 した ば か りで あ り，ア メ リカ の 色彩 教 育 そ の も

の も混 舌Lして い た訳 で あ る か ら，白浜が テ ィ ン トーシ ェ

ー
ド法 の 導 入 に力 点 を 置 い た の は，当 時 に あ っ て は 臼然

の 成 り行 きで あ っ た と い わ ね ばな らな い 。 しか も ，
ア メ

リカ に お け る方法 論 の 混 乱 が そ の 後 も長 く続 い て い た こ

と は，ダ ウ の 「コ ン ポ ジ シ ョ ン 』 （Composition） の 19

25 （大正 14） 年 版 に も記 さ れ て い る。

6 ．お わ り に

　明治期 の 小学校に お ける色彩教育は 「色図」 に はじま

り， r新定画帖』 終 わ る 。 た だ 「新定画 IT占』 の 主 旨が 理

解 さ れ ，教育現場で の 活用が軌道 に の りだ す の は 1918
（大 正 7 ）

− 1919 （大正 8 ） 年頃 と さ れ る。 また次 の 新

しい 教科書 が 登場す るの は 昭 和 に は い っ て か らで あ るか

ら， r新定画帖』 は長 く大正 期をも越 え て 活蝦 さ れ続 け

て お り， 『新定画帖』 に お け る 色彩は20年もの 長 きに わ

た っ て そ の 意味を 持 ち続 けた こ とに な る 。

　 こ こ で 明治期 にお け る色彩教育の 特質 を 考え て みる と

まず ， 「色彩表現 の た め の 例料不足」 と い う点 か らみ て ，
色彩教育 の 大変困難 な 時代 で あ っ たとい え る。例 え ば

『新定画帖』発刊 の 1910 （明 治43 ） 年 頃，普通 の 鉛筆 は

1本 1 銭以下の 値段で あ っ た が，同 じ頃 色鉛筆 は ドイ ツ

製 で 6 本王8銭 ，1 本 あ た りの 比 較 で も色 鉛筆 は普通 の 鉛

筆 の 3 倍以上 で あ っ た。しか も色 鉛筆 は 1色 で は 役 に は

立 た な い 。少 な くと も 3原色 3 本以 上 は必要 と い うこ と

に な る と，普 通 の 鉛 筆 10本 以 上 の 支 出を 要す る こ と に な

り，色 鉛筆で さえ だ れ もが 満沢 に 使え る時代 で はな か っ

た 筈 で あ る。絵貝に つ い て は い うま で もな い 。

　 い ま ひ とつ は ，
シ ス テ マ テ ィ ッ ク な 色彩 の 体系づ け に

対す る 理解 の 不徹底 で あ る。 色彩 と い う極 め て 主 観 的 な

現象を教脊の 場 で 普遍化 して 扱 お うとす る時，色彩 につ

い て 共通 の 認識を持つ た め の 色彩体系が必要とな る。 そ

の 結果 フ ィ
ール ドは フ ィ

ー
ル ド独自の ，

マ ン セ ル はマ ン

セ ル 独自の 色 彩体系 が生まれ る訳 で あ る 。 明治期 の 色彩

教育に おいて は，こ の よ うな 欧米の 色彩の 根底に あ る考

え 方が
一
卜分理 解 されたうえで ，教育の 現場 に導入 された

と は い い 難 い。、ただ こ れはな に も， 明治期 に 限 っ た こ と

で はな い 。 戦前 の H 本 の 色彩研究 に 限 っ て い え ば，欧米

色 彩文献 の 完訳出版が極め て マ レ で あ っ た こ とか らもわ

か る よ うに ， 欧米に お ける色彩研究の 断片的紹介に 終始

した とい っ て も過 言 で はな い。そ の こ と は色彩教育導入

に お い て も同 じで あ り，そ の 端緒 は急 速 な 欧化 思 想 の 中

か ら強 ま れ た 「色図」 に現 れ，以後明 治期 の 色彩教育 の

特徴 を形 づ くっ て い る と い え よ う。

注

1．は じ め に

1 ）　 「色図」 に つ い て は ， 緒方康二 ：明 治 とデ ザ イ ン
ー

　色彩教育として の 「色図 」一，夙川学院短期大学研究

　紀要 第 6 号 （1981） 64−85お よ び ，
Kohji　 Ogata ：

　The 　 First　Color　 Education 　 in　 Japan，　 Color 　 Res ．

　Appl ．　11−4 （1987 ） 270−277参照

2 ．　 「色図」 の 時代

2 ）掛図 の 正 式名は，M ．　Willson
，
　Norman 　A ．　Calkins；

　A 　Series　of 　Schoo ！and 　Fa エnily 　Charts

3）筆者 が参照 した の は 国会黶書蝕蔵 の 第 4 版 （1875）

　　なお表題 に あ るオ ブ ジ ＝ ク 1・・
レ ッ ス ン （Object

　Lessons）は，有名 な ス イ ス の 教育者 ペ ス タ ロ
ッ チ

　 （Johan　Heinrich　Pestalozzi，1746−1827） の 教育思想

　に 影響を受け た イ ギ リス 入 メ イ ヨ
ー

（Charles　Mayo ，

1792−1846） に よ っ て 開発 され た教育法で あ る。 こ れ

　が カ ナ ダ を経 て ア メ リカ に わ た り，ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク
・オ

　ス ウ ィ
ーゴー師範学校 （Oswego　Normal　School） の

校 長 で あ っ た シ ェ ル ド ン （Edward 　A ．　Sheldon ，1823−

9の に よ っ て 全米 に ひ ろ め られ，以 後1860年代か ら8G

年代 に か けて ，ア メ リカ に お い て こ の オ ブ ジ ェ ク ト
・

　レ ッ ス ン は隆盛を極 め た o

　　ウ ィル ソ ン の マ ニ ュ ア ル も，こ う した 時期 に ア メ リ

　カで 刊行 され た オ ブ ジ ェク ト ・レ ッ ス ン 書 の ひ と つ

で，1890 年ま で 27年 にわ た り再版が か さ ね ら れ て い

　る 。

4 ） シ ェ ブ ル ール の 理論 と して No ．／4 掛図に 導入 され

て い るの は，「原色」 と 「第二 色」 上 （例 え ば Fig．3

　で は RED ） に き ざ まれた 1 か ら 5 まで の 日盛 りと ，

　 「第二 属 色 」 （例え ば Orange−Red ）上 に き ざ ま れた ，

　1 か ら 9 まで の 目盛 りで あ る。前者の 鼠盛 りは シ ェブ

ル
ー

ル の ト
ーン （tone ） ス ケ

ール の 概念 が簡略化 され

た もの で ，彼 の トーン ス ケ ール は 純色 に 白を加 え て 得

　られ る テ ィ ン ト （tint）グル
ープ と ， 黒を 加 え て 得 ら

れる シ ェ
ード （shade ） グル ープ の 階調 を，白 を 0，

黒 を 21と し，間を20等分 して ス ケール と し た も の で

　 （Fig．12）， 今 日の 明度軸 に 近 い 考え方で ある 。 純色
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　 っ て 異 な る点 は ，
マ ン

　 セ ル に 先ん じて い た。

　　後者 の 目盛 りは色相

　 の 分割 で ，
シ ェ ブ ル

ー

　ル の 色環 で は代表 色 相

　12色，こ れ を各色左回

　 りに 1 か ら5の 口盛 り

　 で 6 等分 して あ っ た。

5 ） マ ン セ ル の 有 名 な

　 」カ ラ
ー・

ノ
ー

テ
ー

　 シ H ン 』 （AColor

　Notation） の 第 7 辛

　 「色彩 繭 相 」 に は，

　
C‘’
g ノヒ時代 に 学ん だ。t、

　解．を ま ね き や す い 公

　式 ， す な わ ち 3 の 卩拾

　の 黄，5 の 赤 ， 8の 臼
齟

　を組み 合 わ せ る と 調 和

　す る とい う考え方
”

と

　ある 。

6 ）西村茂樹　第二 大学
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　　　　　　　　　　　 vreul ： The 　 Principles　of

　　　　　　　　　　　 Harmeny 　 and 　 Contrast　 of

　　　　　　　　　　　 Colours．　Translated　by　Ch −

　　　　　　　　　　　 arles 　Martel，　Londen （1899）

　　　　　　　　　　　 3rd　 ed ．よ り。な お シ ェブル

3 ．色 彩教 育導 入 前 期　　一ル は，純色 の 持 つ 明度の 位
7 ） 山形 寛　日木萸術教　置を 明砲 こ示 さな か っ た 。

　育史　　黎明書丁〃」（1967）
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8 ）　Louis　 Prang

，
　Mary

　 Prang 　： Color　Instru−

　 ction ．　Suggestions　for

　 a 　Course　of 　Instruc−

　 tion 　ilユ Color　 for　 Pu・

　 blic　 Schools，　 Boston

　 and 　New 　York （1893）

9） Massachusetts　 No ・

　 rma1 　Art　Schoo1 の こ

　 と と思われ る。 ア メ リ

　カ の 美術系師範 学校 と

　 して は最 も古 く，倉殴 Fig。15 前掲 ACo1Qr 　No ．

　 は 1873年。マ ン セ ル も　 tation よ り

　 こ こ の 卒巣 生 で あ る。

10） 19世紀末 の ア メ リカ の 也彩文献で 取 も よ く知 ｝れ る

　 の は ， な ん と い っ て も Ogden 　N ．　RQod （1831
−1902 ）

　の Modern 　Chromatics（London ，1879）で あ 5 う 。
ル

　
ード以後の ア メ リカ の 色彩文献 は ， そ の 殆 どが ル ード

　　　　
a
　　　　　　　　 e 　　　　　　　　 f

Fig．13　Arthur 　 W ．　Dow ： Theory 　 and 　Practice　 of

Teachlng 　Art
，
　New 　York （1908） よ り
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　　　　 Denman 　W ．　Ross ：ATheory 　 of 　Pure　 De ・
sign ，　Boston 　and 　New 　York （19G7） よ り。 左竚 の ア

ル フ ァ
ベ

ッ トは，明 度 x 階を 示す記号。 Lt は Light，
M は Middle，　D は Dark を，　 H は Hlgh を，　 Lは Low
を そ れ ぞ れ示す 。

LLt は Low 　Light を意 味す る 。

の 名 を あげ る ほ ど有名で あり ，
ロ ン ド ン で 大 語 版初版

が発 刊 され た 運年 に は ド イ ヅ 吾版，1881 年に は フ ラ ン

ス 巧版，1902年 に は 英毫版 が 再版 され る など，広 く欧

米一
円に 受入れ られた名 r で あ っ た。色 の 配合を科学
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　的に組織す る こ とか ら点描の 技法へ と移 っ た後期印象

　 の 画家ス
ー

ラ
ー

（George 　Seurat
，
1859−1935）が愛読

　 した 色 彩書 と して も知 られ ， 19世紀後半の 色彩科学 の

　成果をま とめ る とともに ， 芸術 の 領域 に も示唆を与え

　た名著で あ る 。 た だ し小学校教育に導入す る に は高度

　 す ぎ る内容で あり， プ ラ ン グ に お い て も， 部分的な 引

　 用 に と ど ま っ て い る。

11）教科書で あり， 色彩 の 専門書 で はな い た め ， あ との

　 4 者 に くらべ ると，理論的性格は極め て 薄 い 。

12） ダ ウ は色彩 シ ス テ ム の 説 明 の な か で ，明度 （マ ン セ

　 ル や ロ ス で は Value）を表す言葉 と して Notan （濃

　淡）とい う用語をあて て い る （Fig．13）。 な お色相 は

　マ ン セ ル と同 じ く R ・Y ・G ・B ・P で ある が ， そ の

　 中 聞色相 はマ ン セ ル の 逆 で RY ・YG ・GB ・BP ・PR

　 とな る 。

13）色相分類 に は回転混色器をつ か い，明度段階 の 設定

　に は独 自の 計 測 器 （Daylight　Photometer と名づ け ら

　れた。Fig．14）を用 い る な ど，科学的 シ ス テ ム を 目指

　 した。の ち に さ ま ざ ま な分野で ，色 彩 の 標 準化 の 問題

　 が 取 り上 げ られ る よ うに な っ た 時 ，
マ ン セ ル ・

シ ス テ

　ム は そ の 力を発 揮 す る。一方，教育 者で あ っ た マ ン セ

　 ル は ， 小学校教育 の 現場で 色彩 を あつ か うた め の 工 夫

　 も， シ ス テ ム の 中に 取 り入れ るよ うつ と め た。色彩分

　類 の 基準と して 取 り入 れ た色 の 3 属性で ある色相
・
明

　度
・
彩度 に そ れ ぞ れ Hue ・　Value ・Chroma と い う文

　字を あて た の も，
こ れ らの 色彩分類尺度 と色空間 に お

　ける位置関｛系，つ ま り Herizontal な Hue ，　 Vertical

　 な Value
，
　Central な Chroma とい う具合 に 頭 文字 が

　共通 に な る よ う考 え た た め で ある。また 色 相 が R ・Y

　 ・G ・B ・P の 5 代表色 と な って い るの は， 手 の 指 と

　各色 とを 関連 づ け，手で色 立体 を 代 用 さ せ る 工 夫

　 （Fig．　15） の ためで あ っ た 。

14） ロ ス の 色彩 シ ス テ ム は ，
マ ン セ ル と おな じ く色 相

　 （Color）・明度 （Value ） ・彩度 （CoLor−intensity）

　 の 3 つ の 尺度 で椿成 される が ， 彩 度 の 軸 に 中 性 度

　 （Color−neutralization ，ある純色 に 灰色を 加え て 生

　まれ る尺度 。 Fig．　16 の 色相記号 と N との 間置かれた

　分数） が二 重 に 置か れ て い る。 また 代表色 相は R ・0

　
・Y ・G ・B ・V とそ の 中間 の RO ・OY ・YG ・GB ・

　BV ・VR の 12色，明度 は 実用上 の 自 （Wt ） と黒

　 （Blk）を両極 と し，そ の間7 の無彩色段階を置 く。

　彩度は どの 色 を と っ て も等価で あり， 明度 は
一

番低明

　度の V か ら高明度の Y まで ， 規則正 し く変化す る

　 （Fig．16）。
ロ ス の ハ

ーバ ード大学で の後継者 が，ポ

　
ープ （Arthur 　Pope，　1880 −？） で あ る。

付 記　本稿は ， 1987年 1 月24日 に 国立教育会館で 開催さ

れ た 第 5 回色彩教育合 同研究会 に おい て，同
一

の 表題 の

もとに発 表 した 内 容 を ま とめ た もの で あ る 。
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